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【訪問先詳細】 

 

１ 桶川飛行学校平和祈念館  

（１）所 在 地  桶川市川田谷 2335 番地の 16 

（２）訪問時間  午後 1時から午後 2 時 15 分まで 

（３）特徴など  

～復原された旧熊谷陸軍飛行学校分教場の建物を活用し、展示や映像資

料の放映等を通じて平和を発信する施設～ 

 昭和 12 年に熊谷陸軍飛行学校桶川分教場として開校し、戦後は公営住宅として平成

19 年まで使用されていました。 

 平成 21 年、旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会から約 1 万 4000 筆の署名とともに建

物等の保存を求める要望書が市に提出されたことなどを機に、市の検討委員会の提

言を受け、跡地整備の基本計画が策定されました。 

 その後、平成 28 年に建物 5 棟が市の有形文化財に指定され、平成 30 年から令和 2

年にかけて建物の復原整備工事を実施し、令和 2年 8月に開館しました。 

 平和を発信し、平和を尊重する社会の実現等に寄与する施設として、当時の教育や

訓練、生活の様子についての展示や映像資料の上映等を行っています。 

 訪問先では、施設を視察し、館長等市職員や当施設の保存活動に取り組まれた方と

の意見交換を行います。 

 

２ 三共理化学株式会社 

（１）所 在 地  桶川市泉 2-2-18 

（２）訪問時間  午後 2時 30 分から午後 3時 50 分まで 

（３）特徴など 

 ～90 年を超えて培った研磨技術で、自動車や電子部品など国内外の幅広い 

  産業を支える総合研磨布紙メーカー～ 

 昭和 5 年に都内で創業し、国産初の耐水研磨紙の生産を開始しました。 

 昭和 33 年の桶川工場の完成後、生産拠点を同工場に移して研磨紙等の製造・販売を開

始、平成 11 年には本社所在地も同工場に移転しました。 

 自動車や電子部品など、幅広い業界に自社ブランド「FUJISTAR」など約 3 万品種の製品

を提供しています。 

 「世界のモノづくりに貢献する」を企業ミッションに掲げ、中国にも生産拠点を構えるなどグ

ローバルな展開を加速させており、グループ全体の海外売上高比率は約 50％、輸出国

数は約 20 か国に及びます。 

 訪問先では、工場や施設を視察し、代表者や社員の方々との意見交換を行います。 
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３ 株式会社 TOYO EVERYDAY HOLDINGS 

（１）所 在 地  桶川市西 2-9-36 マメトラショッピングパーク 2F 

（２）訪問時間  午後 4時から午後 5 時 15 分まで 

（３）特徴など 

 ～クレーンゲーム専門店の運営を通じて「子どもの居場所づくり」など地域 

  社会の発展にも貢献し、働きやすい職場づくりと人材育成に取り組む企業～ 

 昭和 62 年に北本市で株式会社東洋として創業、令和 6 年にホールディングス体制に移行

後、翌 7 年に本社を桶川市に移転しました。 

 主にクレーンゲーム専門店の運営管理を中心に宝石などのリユース事業も手掛け、SNS

を活用した広報や集客、自社景品の企画開発等に注力しています。 

 フリーアドレスの採用やカフェスペースの設置など働きやすい職場づくりと、年間 100 日以

上の研修を通じた人材育成に取り組んでいます。 

 令和 8 年 2 月、（一社）日本クレーンゲーム協会として、桶川市との間で子育て支援や青

少年健全育成、高齢者、障害者支援等に関する包括連携協定を締結しました。 

 訪問先では、オフィスや隣接する店内を視察し、代表者や社員の方々との意見交換を行

います。 

 


